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1．問題の所在と本研究の目的

仮説を設定し検証していく過程は仮説演繹法と呼ばれ，

科学概念や科学法則を理解する上で重要な方法である。

理科教育においても，学習者が仮説設定に取り組むこと

は，科学的探究における重要な段階のひとつであるとさ

れており，実際に，多様な科学的リテラシーの獲得に貢

献することが示されている（Lawson, 2001; McComas, 
2020）。 
現在，仮説設定に関する研究は理論基盤に乏しいとの

指摘がされており（中村他，2018），理論的知見の蓄積
が求められている。そのような現状に対し，実態調査に

基づき仮説設定能力へ影響を及ぼす要因を明らかとする

研究が複数行われている。一般に，「仮説設定能力」と

は，認識した現象から変数を抽出する「変数の同定」と，

その因果関係を推定する「因果関係の認識」によって構

成されるものとして定義される。そのような一連の研究

の中で，仮説設定能力に影響を及ぼす要因は発達段階に

応じて変化することが示唆されているものの，中学校に

おける仮説設定能力への影響はまだ充分に検討されてお

らず，調査による分析が求められている。

また，認知欲求は設定した仮説の合理性へと影響を及

ぼすことが示唆されているものの（中村・松浦，2018），
仮説設定能力に対する影響は明らかとなっていない。認

知欲求とは Cacioppo & Petty (1982) により「努力を要
する認知活動に従事し，それを楽しむ内発的な傾向」と

定義されているものである。 さらに，中村・松浦（2018）
では認知欲求の測定に際し「日本語版認知欲求尺度」（神

山・藤原，1991）を用いているが，この尺度は大学生を
対象にした調査に基づき開発されたものであり小学校か

ら高等学校までに対する妥当性・信頼性が検討されてい

ない点，各教科における認知活動を考慮していない点な

どから，教科教育の場面での使用は適切ではないことを

指摘されている（中村他，2021）。 
そこで本研究では，中学校における仮説設定能力に影

響を及ぼす要因を抽出し，その因果構造について検討を

行う。また現在，中村他（2021）によって小中学校理科
用の認知欲求尺度として NCSE（Need for Cognition 
Scale in Science Education）が開発されており，この尺
度を用いることでさらに妥当性を増した認知欲求の測定

が可能になると考えられる。そこで，加えてNCSEを用
いて中学校理科における生徒の認知欲求を測定し，その

得点をもとに認知欲求を因果モデルへと組み込むことで，

仮説設定能力へ影響を及ぼす要因としての認知欲求の位

置付けについて検討を行う。そして，この一連の解析か

ら理科における仮説設定研究の理論的知見を得ることに

より，仮説設定能力を向上させる新たな指導方略開発へ

の示唆を見出すことを本研究の目的とした。

2．質問紙調査の概要 

（1）調査時期と対象 
公立中学校の第 1学年生徒 106 名を対象に，2022 年

10月に質問紙による調査を実施した。 
（2）質問紙の構成 
a) NCSEを用いて認知欲求を測定した。 
b) 仮説設定能力に影響を及ぼす因子を同定するために，

荒井他（2008）を参考に 39 項目の質問紙を作成し，各

質問項目について5件法で回答を求めた。 
c) 「独立変数の同定を問う質問」「従属変数の同定を問

う質問」「因果関係の認識を問う質問」について，山田・

小林（2014），古澤他（2013）を参考に質問紙を作成し

記述による回答を求めた。

（3）回答結果の分析方法 
a) について，NCSE の結果から認知欲求を得点化し

た。b)については，回答結果から因子分析により仮説設

定能力に影響を及ぼす因子を抽出し，それぞれの因子得

点を算出した。c) については，「独立変数の同定を問う

質問」「従属変数の同定を問う質問」は記述できている

変数の数を得点とし，その合計点を「変数の同定」得点
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とした。「因果関係の認識を問う質問」は記述できてい

る因果関係の数を得点とした。その後，各要因の得点を

もとに構造方程式モデリングにより仮説設定能力へ影響

を及ぼす要因の因果モデルを作成・検討した。

3．分析結果と考察 

因子分析により，仮説設定へ影響を及ぼす要因として

「自然への興味・関心」「科学技術への興味・関心」「理

科への好感度」「数学への好感度」「理科への自信」の

5 つの因子が抽出された。次に，抽出された因子ごとの

因子得点，変数の同定についての得点，因果関係の認識

についての得点，認知欲求についての得点に対するパス

解析を行った。その結果，図1に示す因果モデルが得ら
れた。

得られた因果モデルを解釈することにより，「自然へ

の興味・関心」と「科学技術への興味・関心」 は因果モ
デルの初発に位置づいており，共変しながら「認知欲求」

へ影響を及ぼすこと，「認知欲求」は一連の要因の中核

に位置づいており「数学への好感度」「理科への好感度」

を経由し「理科への自信」へと影響を及ぼすこと，「理

科への自信」は「変数の同定」を経由し「因果関係の認

識」へと影響を及ぼすことが新たに示唆された。

これらの結果を理科授業の場面へ還元すると，学習者

の身の回りの自然や科学技術への興味・関心を引き出す

ことが，認知欲求を促進させ，間接的に仮説設定能力の

向上を促す可能性があると考えることができる。

今後は，本研究で得られた知見をもとにした理科授業

として，生徒の身の回りの事象であり，認知欲求を促す

ような題材を開発し授業実践を行い，認知欲求が仮説設

定能力に及ぼす影響を実証的に検証していくことが求め

られる。また，本研究で実施した調査は公立中学校1校
での第 1学年 106 名を対象としたものであり，サンプ

ルサイズは十分に大きいとは言えない。今後更なる一般

化を目指すためには，異なる学年や学校での調査など，

対象とするサンプルを増やし，同様の調査による検証を

重ねていく必要があると考えられる。
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図 1 仮説設定能力へ影響を及ぼす諸要因の因果モデル 
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